近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
８クール日報（２月２１日～２月２７日）
	報告日
天気
	２月２５日（日）
晴れ
	報告者
	兵庫県社協：細井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	西田、森口、米田、山﨑、植野、河島、松本、井内、吉谷、細井

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着
8:30 朝礼
9:15 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:40ボラ送り出し完了（おもに御祓地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
17:00 環境省、奈良市、七尾市、七尾市社協との打ち合わせ
17:30 終礼
～  翌日のマッチング準備（アポとり、車両運行予定）
20:10 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V 107名、現地調査28件（一般21件、現場系7件）ニーズ対応20件（うち完了18件、継続2件）］
・本日、御祓地区の地区地域づくり協議会が住民から自主的に回収した廃棄物が、仮仮置場に搬入された。10時開始と聞いていたが実際には9時半から搬入開始。また、事前に共有されていた情報よりも搬入量が大幅に増加し、解体・分別の作業や搬出が追いつかなかった。
・資材のうち消耗品の在庫が不足し始めている。特に、皮手袋や防刃手袋、防塵マスク、ゴーグルの在庫不足が顕著である。これらは活動を安全に行うために欠かせないものであるため、確保を急ぎたい。

［運営上の工夫・改善等］
〇翌日のマッチング準備について
・翌日のボランティア活動（各グループのニーズ対応の動き）の予定を立てる際、近ブロメンバーは土地勘がないため、事前の下調べに時間を要していた。そこで、kintoneの「かんたんマップ」機能を活用し、ニーズをマッピングした地図（A4で印刷）をつなぎ合わせて1枚の大きな地図を作成。活動場所の位置関係と距離感が一見して把握できるよう工夫したところ、作業効率が格段に上がった。
〇仮仮置場について
・現体制では、仮仮置場担当は1名。ボランティアへの指示だしや、ひっきりなしの搬入・搬出のさばきが間に合っていない。また、屋外で1日中業務にあたることになり、トイレや昼食休憩もままならない状況から、肉体的にも精神的にも負担が大きくなっている。
・終礼にて、七尾市担当者より、近ブロ内の仮仮置場担当者を2名に増やしてほしいとの要望があった。近ブロ仮仮置場担当からも増員が必要との意見が上がっているため、七尾市ボラセンの運営主体である七尾市社協の意向を確認後、近ブロとしての対応を決定する。
※2/26追記（決定事項）
・七尾市社協の意向を確認したところ、やはり仮仮置場担当を2名に増やしてもらいたいとのこと。近ブロとしては「社協として、地元社協を支援する」立場であることから、地元の意向を最優先に体制についても見直すことに。
・近ブロメンバー間での相談の結果、仮仮置場担当1名増員分は、現地調査班を1名減員することで調整する。

	今後の主な予定
	明日26日(月)の大きな動き
・ボランティア活動は石崎・和倉地区を中心に実施。
・仮仮置場はヨットハーバー（和倉温泉運動公園）へ移動。
・七尾市美術館の仮仮置場に未処理の廃棄物が残されているため、撤収作業を急ぐ。
　→解体・分別作業にはボランティアを動員。仮置場や最終処分場への搬出は奈良市の協力を仰ぐ。

	調整課題・所感等
	・今回の体制変更は暫定的かつ試験的なものであり、9クールで効果測定を行いながら10クール以降の体制について再度検討する。いずれは地元へ引継いでいくことが目標であるため、七尾市社協とともに具体的な見通しを立てたうえで、計画的にボラセン運営を進めていく必要がある。
・事実上、仮仮置場の運営が目下の最重要課題と言わざるを得ない。一方で、ボランティアに担ってもらっている分解作業が行き過ぎているために、必要以上の時間とエネルギーを要しているという問題もあるため、人員を増やすだけでなく作業効率を上げる工夫（ボランティアへの解体作業の目的の確認、より効果的な指示だしの方法など）も引き続き探っていかなければならない。

	その他
	・奈良市の協力が2月29日をもって終了することが確定。3月1日以降はボラセンとボランティアのみで仮仮置場を回していかなければならない。
・JCの応援体制縮小後、イオングループが企業ボラとして協力予定であるが、詳細は未定のまま。2月29日に話し合いの場を設けることに。他の企業・団体の協力も検討する必要がある。



